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This report attempts to make clear the hybridness of 
everyday cultural designs in Southeast Asia, through 
focusing on the Peranakan designs, which made 
compromise between Eastern cultures (Chinese, Malay) and 
Western ones. Peranakan designs including architecture, 
fashion and interior, are reevaluated as cultural heritage of 
national unity and tourism in Malaysia and Singapore. 
In this year, we carried out overseas researches on 
shophouses of Malacca and Singapore, in order to 
understand the actual conditions of Peranakan Design 
today. We could understand the variety of patterns of 
shophouses in Malacca, built from 17 to 20CE, which are 
reflected in decorative designs of façade of shophouses 
arranging Chinese motifs and European motifs 
We got very useful insights from these researches for 
deep understanding about design cultures of Peranakan. 



























して 2017 年度に実施した 2 回の現地調査 ( マレーシ
ア・マラッカ [2017 年 11 月 2 ～ 6 日 ]、シンガポール






一方で、清代末 (19 世紀後半 ) の内乱や飢饉により中
国南部地域 ( 福建、客家、潮州、広州、海南島等 ) か
ら排出された大量の華人移民が植民地で交易、肉体労
働 ( 主に苦力 ) に従事した。中国本土では女性の海外
渡航が禁止されていたことから移民の大半を占める男
性は現地人女性 ( マレー系、インドネシア系 ) と結婚
し土着化していった ( 図 1)。プラナカン (Peranakan)
とは、彼らの現地生まれの混血子孫を指し示し、男性
はババ (baba)、女性はニョニャ (nyonya) と親称された。
　イギリスの「海峡植民地」であったペナン、マラッ
カ、シンガポールの富裕なプラナカンは植民地政府と
結びつき、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて中国
の伝統的生活様式と欧米の生活様式を融合、折衷させ
た独自の生活スタイル「プラナカン様式」を創出した。
プラナカン様式は芸術、建築 ( ショップハウス )、イ
ンテリア、生活用品、料理、服飾、生活習慣、人生儀


































































トル )、奥行きが深い (20 ～ 50 メートル ) 細長い形状
を特徴とする。奥行きに向かって 2 ～ 3 棟が連続して
建てられ、棟の間は採光、通風、天水受けのための吹







り (Jl.Hang Jebat) の多くのショップハウスは観光客向
けの飲食店や土産物店に利用される一方、この通りの
南にあり、かつての海岸に沿ったトゥン・タン・チェ
ン・ロック通り (Jl. Tun Tan Cheng Lock) は以前には











して以下の 9 つの様式をあげることができる注 2。
①オランダ様式 (17 ～ 18 世紀 )
②中国南部様式 (18 ～ 19 世紀 )
③初期ショップハウス様式 (19 ～ 20 世紀 )
④初期変移様式 (1840 ～ 1900)
⑤初期海峡折衷様式 (1890 ～ 1920)
⑥後期海峡折衷様式 (1920 ～ 1940)
⑦新古典様式 (1920 ～ 1950)
⑧アールデコ様式 (1930 ～ 1950)












日除け、雨除けを目的として 5 フィート ( 約 1.5 メー
トル ) の通路を設けるように規定したのが起源とされ
る。マラッカやシンガポールでは、ﬁve foot way(英語 )、














　トゥン・タン・チェン・ロック ( ヘーレン ) 通りに
ついてみると、調査対象のショップハウス 185 戸のう
ち居住形態別の内訳は、住居 ( 居住 / 不在含む )85 戸、
観光客向け店舗 53 戸、地元向け店舗 23 戸、その他
24 戸で、住居用のショップハウスが多い。さらに様
式ごとにみていくと、①オランダ様式 68 戸 ( 写真 1)、
②中国南部様式 45 戸、③初期ショップハウス様式 5
戸、④初期変移様式 14 戸、⑤初期海峡折衷様式 13 戸、
⑥後期海峡折衷様式 10戸 (写真 2)、⑦新古典様式 8戸、





な装飾が施されている (表 2)。最も多いのが植物 (59戸 )








































・2 階 建 て（2



















































写真 1. オランダ様式 写真 2. 後期海峡折衷様式
写真 3. ファサード (植物と動物を組みあわせたテラコッタ )


























祥、風雅を祝福し、鼓舞する句や文言が多い ( 写真 5)。













プハウスの分割化が進み、1918 年の調査では 1 軒あ
たりの分割戸数は平均 14 戸、居住者数も 36 人という
























神話 タイル 文字 その他
表 2.　ファサード装飾の種類　　　　　　　
　　  (トゥン・タン・チェン・ロック通り )
写真 4. ヨーロッパ由来 (薔薇 )のタイル
写真 5. 多彩な対聯の文字群 写真 6. 修復整備されたショップハウス (エメラルドストリート )
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写真 7. 豪華で色鮮やかな装飾 (カトン )
